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1 はじめに

私は中学から高校の 6年間，ハンドボール部に所属して

いた．中学のときは体格が良ければなんとかなる試合が多

かった．しかし，歳を取るにつれて，体格だけでは勝てな

くなってきた．私は将来，自分のチームを作ろうと考えて

いる．ハンドボールには図 1のような攻め方があり [1]，ど

のような攻め方を大事にしていけばよいかということを主

成分分析とクラスター分析 [2]で分析していく．

図 1 攻め方 [1]

2 今回使用するデータ

使用するデータは図 2 のデータであり，第 26 回男

子世界選手権の予選ラウンドで行われた試合全ての結

果を合計したものである [3]．紙面上の都合，3 チーム

だけ記載しているが，実際は 24 チームのデータを用

いている．そのデータの中でシュートに関することは
各攻め方に対して決めた本数
各攻め方に対して打った本数

で割合にかえた．各攻め方

図 2 使用するデータ

とは，図 1のような「6m」や「wing」，「9m」，「7m」，「fb」，

「bt」のことである．「6m」とはゴールエリア付近で行う

シュートことであり，ディフェンスの上からシュートを決

めるパターンとポストと呼ばれるポジションの選手が決め

るパターンが存在する．「wing」とはゴールに対して正面

から決めるのではなく，かなり斜めから決めるポジション

である．「9m」とはロングシュートのことである．「7m」

とはサッカーでいう「PK」に似たものである．「fb」は速

攻という意味であり，サッカーでいうカウンターに似た

ものである．「bt」はフェイントでディフェンスを抜いて

シュートを決めることである．ポストは味方と連携して攻

めるため，「6m」と「bt」のセットでポストプレーと考え

る．また，図 2のデータには反則に関する記録もあり，反

則は回数のままにしてある．「yc」とはサッカーでいうイ

エローカードと同じである．このイエローカードが 2枚出

されると「2 分退場」になる．2 分退場とは 2 分間試合に

出ることはできないが，2分経てば再びコートに戻ること

ができる．そして 2分退場を 3回してしまうと「rd」とな

る．「rd」はサッカーのレッドカードと同じである．

3 主成分分析による解析

図 2のデータを「hand4.txt」として，Rに読み込む．

各主成分の標準偏差と寄与率，累積寄与率および主成分の

係数を表示すると図 3のようになる．この結果を基に分析

を行う．第 5主成分で累積寄与率が 82％と 80％を超えて

いるので第 5主成分まで分析する．

図 3 主成分分析結果

まず第 1 主成分に着目すると反則のうち yc だけ負に

なっているが，全体的には得点に関することが負で反則に

関することが正である．つまり，攻撃力の程度を表す軸だ

と考えられる．第 1主成分と第 2主成分の国をプロットす

ると図 4のようになる．ノルウェーやクロアチア，ハンガ

リーは大きく負に寄っており，攻撃力が高いと分かる．

次に第 2主成分に着目すると「wing」，「fb」，反則に関す

ることが負であり，「9m」が正である．反則に関する全て

の値が大きいことから，第 2主成分はラフプレーの度合い

を表す軸と考えられる．図 4からスペインはフェアプレー

でセルビアはラフプレーであると分かる．

次に第 3主成分に着目すると「6m」，「7m」，「bt」，「2分

退場」，「rd」が負であり，「fb」，「yc」が正である．負の方

では「6m」と「bt」の値が大きく，正の方では「fb」の値が

大きい．このことから第 3 主成分はポストプレー vs カウ

ンタープレーの軸と考えられる．第 3主成分と第 4主成分

の国をプロットすると図 5のようになる．図 5よりサウジ

アラビアやハンガリーはポストプレーを得意としており，

日本やクロアチアはカウンタープレーを得意としていると

分かる．
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図 4 第 1主成分と第 2主成分の各国のプロット

図 5 第 3主成分と第 4主成分の各国のプロット

次に第 4 主成分に着目すると「6m」，「wing」，「9m」，

「yc」，「rd」が負で，「7m」，「fb」が正である．7mや fbの

値が特に大きいことから，チャンスに対する強さの度合い

を表す軸と考えられる．図 5より，エジプトやスペインは

チャンスに強く，チュニジアや日本はチャンスに弱い国だ

と分かる．

次に第 5主成分に着目すると「6m」，「9m」，「7m」，「yc」，

「2分退場」が負で，「wing」，「fb」，「bt」，「rd」が正であ

る.「6m」や「9m」が負で，「wing」，「fb」，「bt」が正より，

ディフェンスがいるときに決めるかキーパーと 1対 1のと

きに決めるかを表す軸と考えられる．第 5主成分の国をプ

ロットした図は紙面上の都合，省略するが，マケドニアや

アイスランドはディフェンスがいるときに点を決めること

が多く，日本やハンガリーはフリーの場面で決めることが

多いと分かる．

4 クラスター分析による解析

ward 法を用いて，クラスター分析を解析した．デンド

ログラムは図 6のようになった．デンドログラムの左から

第 1群～第 5群とする．それぞれの群の平均値をまとめた

ものが図 7のようになる．各変数ごとに 5群の中で最大の

ものを赤で最小のものを青で示した．図 8より以下のよう

に分けることができる．

第 1群は得点に対して最大の値が多いが，ycが最大なた

め，非常に優れている群ではなく，優れている群．

第 2群は得点に対して最小の値が一つもないことや，反

則に対して最大の値がないため非常に優れている群．

第 3群は「2分退場」の値が最大であることや，その他

の反則の値も大きいことからラフプレーな群．

図 6 クラスター分析結果

図 7 各群の平均値

第 4 群は yc が最小であることや，その他の反則の値も

小さいことからフェアプレーな群．

第 5 群は 7m や fb の値が小さいことからチャンスに弱

い群．

非常に優れていると考えた第 2 群は 6m や bt の値が最

大である．このことからポストプレーを得意としているほ

うが優れていると分かる．また，7m の値も最大であるこ

とから，チャンスに強いことも大切だと分かる．反則に関

しては最小の値が無いことから，少なければ良いというわ

けではないと分かる．

5 考察

主成分分析の第 2主成分とクラスター分析の第 2群から

反則に関しては少ない方が良いが，多すぎでなければ，さ

ほど勝敗に影響しないと考える．さらに，主成分分析の第

3主成分とクラスター分析の第 2群からポストプレーを得

意とすることが大切だと考えられる．
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